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千葉県館山市沿岸産コアマモの現存量の季節変化
Seasonal Change of Biomass in Zostera japonica Ascherson et Graebner 
at Tateyama Bay， Chiba Prefecture 
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Biomass of an intertidal seagrass Zostera japonica Ascherson et Graebner population at Tateyama Bay， Chiba Prefecture was sUlveyed 
around a year from June 2004 to June 2∞5.Z.jap側 icawas fully expo田dwith sunlight in the middle intertidal zone in the present 
area. Total biomass reached the two peaks， April， a f10wering season， and August. Biomass of Z. japonica population was dependent 
mainly on that of its underground system. 
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一般に「アマモ場」と呼ばれる海草群落は、一次生
産の場としてや、水産資源動物の生活の場として重要
とされる(Pollard1984; Nakamura et al. 2003;相生 2∞4)。
しかし近年、アマモ場が減少している。本研究では
アマモ場保全の観点から、基礎的なデータを積み重ね
ることが重要であると考え、温帯の代表的な海草群落
形成種であるコアマモの生態的な知見を得ることを目
的とし、現存量の季節変イじを調べた。
材料と方法
千葉県館山市波左間地先の潮間帯に形成されてい
るコアマモ (Zosterajaponica Ascherson et Graebner) 
の純群落(図 1)から、 2004年6月から2005年6月
にかけ、ほぼ毎月の大潮時に、 25x25cm2の平方枠
を群落内で草体が最も繁茂しているところに置き、
枠内の全草体を採集した。採集した草体(図 2)を
葉部と地下部(旬簡茎、根)にわけ、付着物などを
取り除き、それぞれ80.Cのオープンで12時間乾燥さ
せ乾燥重量を測定した。さらに花枝が確認された際
には、花枝と栄養枝をわけでそれぞれの乾燥重量を
測定した。
結果と考察
コアマモの総現存量は4月と、 8月の2回ピークが見
られた(図 3)04月25日採集草体が392.0g/m2で最
大、 5月27日採集草体が 110.8g/m2で最小であった。
Lee et al. (2005)は韓国の西海岸に生育するコアマモの
総現存量が109・360gDW/m2の範囲だったと報告して
おり、本研究でもこれと同様の結果が得られた。
葉部現存量は季節と関連した増減傾向は確認されず
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季節変化
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(図3)、1月10日の採集草体が27.2g/m2で最小、4
月27日の採集草体が80.0g/m 2で最大となった。
地下部現存量は総現存量と同様の季節変化が確認さ
れた(図3)04月25日採集草体が312.0g/m2で最大、
5月28日採集草体が68.4g/m 2で最小となった。
総現存量と葉部現存量、地下部現存量の相関をそれ
ぞれ求めたところ、地下部現存量とのみ正の相闘が確
認された (図4、5)。さらに葉部に対し、 地下部の割
合が非常に大きかった。このことから本調査地のコア
マモ群落は地下部に依存した群落構造であることが示
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図4 コアマモの総現存量と葉部現存量の相関
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図5 コアマモの総現存量と地下部現存量の相関
Bは総現存量、 Bbは地下部現存量
唆された。地下部が発達していると、堆積物からの継
続的な栄養の供給や、栄養の貯蓄ができ、群落の安定
的維持に貢献するという利点があるが、葉部への投資
が減るため、光合成における光獲得には不利である
(Hrmminga 1998)。おそらく本調査地のコアマモは光合
成に用いる光が十分に確保されているため、地下部に
エネルギーをより多く投資しているものと考えた。
コアマモは開花期に向けて、総現存量が増加し、開
花最盛期に減少した(図 6)。一般に海草は、花や実へ
の資源投資の結果として草体の成長量が減少するとい
われており (Marbaet al. 1996)、本研究のコアマモも、
総現存量の季節変動が、開花期に左右されていた。
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